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１．東北地方整備局関係 平成２６年度補正予算概要 
 

 

①平成２６年度 補正予算のポイント 
 

 

「地方への好循環拡大に向けた緊急経済対策」（平成 26 年
12 月 27 日閣議決定）に基づき、災害復旧・災害対応の強化を
図るため、自然災害リスクが高い地域・施設等における緊急防
災対策を推進します。 

 
 
 
○近年、洪水により甚大な被害が生じた地域の緊急的な復旧対策

や、多発する集中的な豪雨等の自然災害に対する予防的な治水
対策を推進します。                   
                       （資料－１） 

 

 

○地震、豪雨、豪雪等の自然災害による被害を回避又は軽減する
ため、道路ネットワークの確保や道路の防災対策、橋梁等の主
要な構造物の防災、耐震対策を推進します。    

 
                      （資料－２） 

 

 

○なお、補正予算の執行にあたっては、公共事業の円滑な施工が
確保されるように努めます。 
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②東北地方整備局関係 平成２６年度 補正予算事業費 

 

国土交通省計上分 事業費 ３８９億円 

     内 訳 

       災害・危機等への対応      １２２億円 

                           

          国庫債務負担行為（ゼロ国債）  ２６７億円 
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東北地方整備局関係　平成26年度　補正予算事業費(国交省計上）

（直轄事業＋補助事業） （単位：百万円）

9,450 2,250 2,250 7,200

200 0 0 200

20,957 3,748 3,748 17,209

2,010 0 0 2,010

99 0 0 99

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

6,205 6,205 6,205 0

0 0 0 0

38,921 12,203 12,203 26,718

直轄事業費

9,150 1,950 1,950 7,200

200 0 0 200

20,957 3,748 3,748 17,209

2,010 0 0 2,010

99 0 99

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

32,416 5,698 5,698 26,718

補助事業費

300 300 300 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

6,205 6,205 6,205 0

6,505 6,505 6,505 0

※　端数処理の関係上、合計値と一致しない場合がある。

※  直轄の事業費は、工事諸費等を除く金額（工事関係費）で記載。

道 路 整 備

国庫債務負担行為
（ゼロ国債）（D）災害・危機等への対応

（C）

国庫債務負担行為
（ゼロ国債）（D）災害・危機等への対応

（C）

小計
（B=C）

都 市 水 環 境 整 備

空 港 整 備

社 会 資 本 総 合 整 備

防 災 ・ 安 全 交 付 金

区分

港 湾 整 備

空 港 整 備

国 営 公 園 等

社 会 資 本 総 合 整 備

官 庁 営 繕

合 計

治 水

道 路 整 備

港 湾 整 備

国 営 公 園 等

都 市 水 環 境 整 備

合計
（A=B+D）

治 水

海 岸

国庫債務負担行為
（ゼロ国債）（D）

合 計

小計
（B=C） 災害・危機等への対応

（C）

防 災 安 全 交 付 金

区分
合計

（A=B+D） 小計
（B=C）

合計
（A=B+D）

治 水

海 岸

道 路 整 備

官 庁 営 繕

合 計

港 湾 整 備

空 港 整 備

区分
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 近年、洪水により甚大な被害が生じた地域の緊急的な水害対策等を実施
します。 

資料－１ 

事業費 ２，２５０百万円 

  

  

  

  

対策内容及 び整備効果の事例 

 堤防の嵩上げや強化、流下能力
不足箇所の河道掘削等を実施。 

堤 防 整 備 及 び 河 道 掘 削 ▼最上川支川吉野川の事例（南陽市・高畠町） 
平成25年7月洪水と平成26年7月洪水により２年

連続で甚大な被害が生じました。早期の浸水被
害解消に向けて、山形県は河川災害復旧等関連
緊急事業を実施しており、県の事業と連携して国
土交通省が下流の国管理区間の河道掘削を実
施し、吉野川流域の浸水被害を軽減します。 

▽計画高水位 
河道掘削 

堤体 

河道掘削 
堤防の 
嵩上げ 

H.W.L 

堤防 

（イメージ図） 

【浸水被害】 
（平成２６年７月１０日洪水） 
・床上浸水 151戸 
・床下浸水 2,174戸 

市道妹背橋 流木による河積阻害 

＜国管理区間における河道掘削横断図＞ 
（国施工） 

H25・H26洪水対応 

＜県管理区間における河道掘削横断図＞ 
（山形県施工） 

河道掘削 

▽計画高水位 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

H26 完了（H29）

床上浸水

床下浸水

【事業効果】 

床下 
2,174戸 

床上 151戸 

床上0戸 
床下0戸 

H26年7月 
洪水 

浸水被害 

事業完了後 
（H29） 

浸水被害※ 

※H26年7月洪水と同規模の洪水が発生した場合 家屋浸水状況 

水害に対する防災対策の推進  
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災害発生時にも、安全・安心な通行を

確保する為、雪崩対策等を実施します。 

地震発生時にも、安全・安心な通行を確保する為、橋梁の耐震補強を実施します。 

 地震、豪雨、豪雪等の自然災害による被害を回避又は軽減するため、道
路ネットワークの確保や道路の防災対策、橋梁の耐震対策等を推進します。 

道路の防災対策の推進  

資料－２ 

5 

事業費 3,748百万円 

  

  

  

  

○道路の防災対策 ○道路ネットワーク整備 

災害発生時に、代替路として機能する道路

ネットワーク整備を推進します。 

現況（災害発生時）ルート：約2時間 

現況（通常）ルート：約1時間 

（例）東北中央自動車道（福島～米沢） 

国道13号通行止め時は代替路線
がなく、約２時間の迂回が必要 

▲国道13号事前通行規制 
  実施中に土砂崩落発生 

○耐震対策 

【雪崩発生状況】 

【雪崩防止柵を整備】 

参考：土木研究所資料

耐震補強済みの橋（緊急輸送道路） 未補強の橋（緊急輸送道路以外）

両橋間の距離
約４ｋｍ

岩手県奥州市
付近

橋脚の
損傷

【東日本大震災での事例】 

耐震補強 

雪崩対策 

山形県 

福島県 

宮城県 

【橋脚の巻き立て補強】 【落橋防止チェーン設置】 

東北中央自動車道（福島～米沢） 



 ２．主要事業位置図 

凡  例 

道 路 事 業 
河 川 事 業 
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【補助】（P資 ２） 

馬淵川床上浸水対策特別緊急事業 
まべちがわ 

【補助】（P資 ４） 

岩崎川床上浸水対策特別緊急事業 
いわさきがわ 

【補助】（P資 ８） 

吉野川河川災害復旧等関連緊急事業 
よしのがわ 

【直轄】（P資 １） 

岩木川河川改修事業（三世寺地区） 
さ ん ぜ じ いわきがわ 

【直轄】（P資 ３） 

北上川上流一関遊水地建設事業 
いちのせきゆうすいち きたかみがわ 

【直轄】（P資 ５） 

阿武隈川下流河川改修事業（小山地区） 
こやま あぶ くまがわ 

【直轄】（P資 ９） 

阿武隈川上流河川改修事業（浜尾遊水地） 
はまおゆうすいち あぶ くまがわ 

【直轄】（P資 ７） 

最上川上流（吉野川） 

 河川改修事業（吉野川地区） 

もがみがわ よしのがわ 

よしのがわ 

【直轄】（P資 ６） 

米代川河川改修事業（仁鮒地区） 
にぶな よねしろがわ 

【直轄】 （P資 ２） 
国道45号 上北天間林道路 

かみきたてんまばやし 

【直轄】 （P資 10） 
 

東北中央自動車道 福島～米沢 
とうほくちゅうおう            ふくしま  よねざわ 
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事業名 市町村名
完成･開通
目標年度

補正事業費
（百万円）

補正事業内容 備考

青森県

河川 直轄 岩木川
いわきがわ

　河川改修事業（三世寺
さ ん ぜ じ

地区） 弘前
ひろさき

市 Ｈ２８ 150 樋門 P資 １

河川 直轄 高瀬川
たかせがわ

　河川改修事業（栄沼
さかえぬま

地区） 東北
とうほく

町 Ｈ２６ 150 堤防液状化対策

河川 補助 馬淵川
まべちがわ

床上浸水対策特別緊急事業 南部
な んぶ

町 Ｈ２７ 100 河道掘削 P資 ２

道路 直轄 国道45号　上北
かみきた

天間林
てんまばやし

道路
上北
かみきた

郡東北町
と う ほ く ま ち

～七戸町
しちのへまち － 800 改良工事 P資 ２

道路 直轄 国道45号　天間林
てんまばやし

道路 上北
かみきた

郡七戸町
しちのへまち

－ 300 改良工事

道路 直轄 国道7号　青森7号　防災・震災対策 青森市
あおもり

－ 180
道路構造物の緊急防
災・震災対策等

岩手県

河川 直轄 北上川
きたかみがわ

上流　一関
いちのせき

遊水地
ゆうすいち

建設事業 一関市
いちのせきし

Ｈ３０年代 250 小堤 P資 ３

河川 補助 岩崎
いわさき

川
がわ

床上浸水対策特別緊急事業
紫波
し わ

郡

矢巾
やはば

町

Ｈ３０ 100 河道掘削、築堤等 P資 ４

道路 直轄 国道4号　岩手4号　防災・震災対策 花巻
はなまき

市 － 200
道路構造物の緊急防
災・震災対策等

宮城県

河川 直轄 阿武隈
あ ぶ く ま

川
がわ

下流　河川改修事業（小山
こ や ま

地区）
亘理
わ た り

郡

亘理
わ た り

町

Ｈ２９ 100 浸透対策 P資 ５

河川 直轄 鳴瀬川
なるせがわ

　河川改修事業[緊急対策特定区間]（中流部
ちゅうりゅうぶ

） 大崎
おおさき

市 Ｈ２６ 200 河道掘削、築堤

道路 直轄 国道4号　宮城4号　老朽化対策 名取
な と り

市 － 120
道路構造物の緊急修繕
等

３．主要事業一覧

事業区分
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事業名 市町村名
完成･開通
目標年度

補正事業費
（百万円）

補正事業内容 備考

秋田県

河川 直轄 雄物川
おものがわ

上流　河川改修事業（寺館大巻
てらだておおまき

地区） 大仙
だいせん

市 Ｈ３０年代 100 築堤

河川 直轄 米代川
よねしろがわ

　河川改修事業（仁鮒
に ぶ な

地区） 能代
の し ろ

市 Ｈ２７ 100 侵食対策 P資 ６

道路 直轄 国道7号　秋田7号　防災・震災対策 八郎潟町
はちろうがたまち

－ 120
道路構造物の緊急防
災・震災対策等

道路 直轄 国道7号　秋田7号　老朽化対策 能代
の し ろ

市 － 40
道路構造物の緊急修繕
等

山形県

河川 直轄 最上川
もがみがわ

上流（吉野川
よしのがわ

）　河川改修事業（吉野川
よしのがわ

地区）

南陽
なん よう

市、

東置賜
ひがしおきたま

郡

高畠
たかはた

町

Ｈ２８ 150 河道掘削 P資 ７

河川 補助 吉野川
よしのがわ

河川災害復旧等関連緊急事業 南陽
なんよう

市 Ｈ２９ 100 河道掘削等 P資 ８

道路 直轄 東北中央自動車道　福島
ふくしま

～米沢
よねざわ

福島
ふくしま

市

(福島県
ふくしま

)

～米沢
よねざわ

市

Ｈ２９ 700 改良工事

道路 直轄 国道112号　山形112号　防災・震災対策 西川
にしかわ

町
まち

－ 300
道路構造物の緊急防
災・震災対策等

福島県

河川 直轄 阿武隈川
あ ぶ く ま が わ

上流　河川改修事業（浜尾
は ま お

遊水地
ゆうすいち

） 須賀川
す か が わ

市 Ｈ２８ 200 遊水地内掘削 P資 ９

道路 直轄 東北中央自動車道　福島
ふくしま

～米沢
よねざわ

福島
ふくしま

市～

米沢
よねざわ

市

(山形
やまがた

県)

Ｈ２９ 800
改良工事、トンネル設備
工事

P資 10

事業区分



（資料編）

・個別事業の詳細

１）青森県 ・・・・・・・・・・・Ｐ資 １

２）岩手県 ・・・・・・・・・・・Ｐ資 ３

３）宮城県 ・・・・・・・・・・・Ｐ資 ５

４）秋田県 ・・・・・・・・・・・Ｐ資 ６

５）山形県 ・・・・・・・・・・・Ｐ資 ７

６）福島県 ・・・・・・・・・・・Ｐ資 ９



（１）青森県

資１

平成２５年９月１６日の台風１８号により出水が発生し、堤防が整備されて
いない三世寺地区において家屋浸水が生じたことから、堤防整備（樋門）を
実施します。

継続 青森県弘前市 河川 直轄

岩木川 河川改修事業（三世寺地区）
い わ き が わ 補正予算事業費

150百万円
ひろ さき

さ ん ぜ じ

▲H25.9月洪水時の浸水状況

平成25年9月16日出水状況

弘
前
市

藤崎町

H25年9月出水被害
・浸水面積：約30ha
・浸水家屋： 9戸（床上）

51戸（床下）

堤防整備により当該地区からの氾濫により生じる
浸水被害（家屋約６０戸、県道等）を軽減します。

（現在未整備）



国道４５号 上北天間林道路

継続 青森県上北郡東北町～七戸町 道路 直轄

上北天間林道路は、東北縦貫自動車道八戸線の一部を構成し、並行する
国道４号及び４５号の冬期交通障害等による道路寸断に対する代替性を
確保することを目的とした、高規格幹線道路ネットワークを形成する自動
車専用道路です。

補正予算事業費

８００百万円

か み き た て ん ま ば や し

とうほくまちかみきた しちのへまち

かみきたてんまばやし はちのへ

至 八戸

至 青森

上北天間林道路の整備により、代替性の確保の
ための道路ネットワーク整備が図られます。

▲国道４号 豪雪による交通障害

資２

0

100

200

300

400

H23 完了（H27）

床上浸水

床下浸水

平成２３年９月洪水により甚大な被害を被ったことから、平成２４年度より
床上浸水被害の解消を目的に河川改修事業に着手しており、更なる促進
と早期の浸水被害解消に向けて河道掘削を実施します。

継続 青森県三戸郡南部町 河川 補助

馬淵川床上浸水対策特別緊急事業
ま べ ち が わ 補正予算事業費

１００百万円

事業実施による水位低下

▽H23年9月洪水時の水位
▽計画高水位

約100m

事業効果（床上浸水対策特別緊急事業完了時）

床上

165戸

136戸
床下

床下0戸
床上0戸

さんのへぐん なんぶちょう

：H23.9.22出水 浸水範囲

：H25.9.16出水 浸水範囲

床上浸水対策特別緊急事業 Ｌ＝１７．０km（Ｈ２４～Ｈ２７）

熊原川

浸水状況（H23.9.22）

名久井橋

浸水状況（H25.9.16）

H23年9月洪水
浸水被害

事業完了後（H27）
浸水被害※

なんぶちょう

南部町
さんのへまち

三戸町

写真① 写真② 熊原川

写真②

なんぶちょう

南部町

河道掘削

※H23年9月洪水と同規模の洪水が発生した場合



（２）岩手県

資３

北上川上流域において、過去幾度となく発生している洪水被害を解消す
るため、北上川治水の根幹である一関遊水地を整備し、北上川流域の洪
水被害の軽減を図ります。

継続 岩手県一関市 河川 直轄

北上川上流 一関遊水地建設事業
き た か み が わ 補正予算事業費

250百万円
いちのせき

いちのせき ゆう すい ち

一関遊水地の早期完成に向けて、
小堤の整備を推進します。

市街地の浸水被害軽減の
ための周囲堤は整備済み

第１遊水地

第２遊水地

第３遊水地

▲H19.9月洪水時の状況

【凡例】
周囲堤・本川堤防

（整備済み）
堤防拡幅区間

（整備中）
小堤（整備中）
水門（整備中）



資４
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H25 完了（H30）

床上浸水

床下浸水

平成２５年８月豪雨により甚大な被害を被ったことから、平成２６年度より
床上浸水被害の解消を目的に河川改修事業に着手しており、更なる促進
と早期の浸水被害解消に向けて河道掘削、築堤等を実施します。

継続 岩手県紫波郡矢巾町 河川 補助

岩崎川床上浸水対策特別緊急事業
いわ さき がわ 補正予算事業費

１００百万円

整備後の
河道断面

護岸
（H27以降施工）

▽H25年8月洪水時の水位
築堤

現在の
河道断面

▽計画高水位

河道掘削

し わ ぐん や はば ちょう

：H25年8月洪水浸水範囲

煙山小学校

不来方高校

岩手
薬科
大学

やはばちょう

矢巾町
下海老沼橋の溢水状況（H25.8.9）

写真②

写真①

浸水状況（H25.8.9）

泥の痕跡

写真③ 浸水状況（H25.8.9）

横断図

床下0戸
床上0戸

H25年8月洪水
浸水被害

事業完了後（H30）
浸水被害※

※H25年8月洪水と同規模の洪水が発生した場合

床上
96戸

286戸
床下

事業効果

床下浸水



継続 宮城県亘理郡亘理町 河川 直轄

阿武隈川下流 河川改修事業（小山地区）
あ ぶ く ま が わ 補正予算事業費

100百万円
わたり ぐん わたり ちょう

こ や ま

浸透対策により当該地区からの氾濫
により想定される浸水被害（家屋約
2,100戸）を軽減します。

阿武隈川下流右岸の小山地区の堤防は、堤防点検の結果、浸透に対す
る安全性不足が判明したことから、浸透対策を実施します。

▽計画高水位

堤防

遮水矢板の施工により、
洪水時の水の浸透による堤防破壊を防ぐ

砂質土層

いわぬまし

岩沼市

わたりちょう

亘理町

浸水想定範囲

粘性土層
浸透対策
（遮水矢板）（整備済）

（３）宮城県

資５



（４）秋田県

資６

平成２６年７月豪雨により仁鮒地区で河岸侵食による堤防護岸の損傷が
発生したことから、侵食対策を実施します。

新規 秋田県能代市 河川 直轄

米代川 河川改修事業（仁鮒地区）
よ ね し ろ が わ 補正予算事業費

100百万円
の し ろ

に ぶ な

侵食対策により、当該地区
からの氾濫により想定され
る浸水被害（家屋約２８０
戸）を軽減します。

仁鮒地区
銀杏橋

河岸侵食による
根固めブロック流出
および護岸損傷

▽計画高水位

河岸侵食による
根固めブロック流出
および護岸損傷

未対策の場合、次期洪水等により侵食が進行し
堤防や家屋へ影響するおそれ

根固めブロック

既設護岸

▽計画高水位

根固めブロック等
による侵食対策

護岸整備 根固めブロック整備

対策



（５）山形県

資７

上川の支川吉野川は、平成２５年７月洪水と平成２６年７月洪水によ
り２年連続で甚大な被害が生じたことから、県の河川改修と連携して国管
理区間の河道掘削を実施します。

継続 山形県南陽市、東置賜郡高畠町 河川 直轄

上川上流（吉野川） 河川改修事業（吉野川地区）
も が み が わ 補正予算事業費

150百万円
なんよう

上流の県管理区間と連携した河川改修の実施
により、吉野川流域の浸水被害を軽減します。

よ し の が わ よ し の が わ

ひがしおきたまぐんたかはたまち

▽計画高水位

＜河道掘削横断図＞

H25・H26洪水対応

河道掘削

簗場橋



資８
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H26 完了（H29）

床上浸水

床下浸水

事業実施による水位低下

平成２６年７月豪雨により２年連続で甚大な被害を被ったことから、上流
の災害関連事業と一体となって河川改修事業に着手しており、更なる促進
と早期の浸水被害解消に向けて河道掘削等を実施します。

継続 山形県南陽市 河川 補助

吉野川河川災害復旧等関連緊急事業
よし の がわ 補正予算事業費

１００百万円

市道妹背橋

なん よう

床下0戸
床上0戸

H26年7月洪水
浸水被害

事業完了後（H29）
浸水被害※

※H26年7月洪水と同規模の洪水が発生した場合

床上151戸

2,174戸
床下

事業効果

▽H26年7月洪水時の水位

▽計画高水位

河道掘削

：H25.7.18出水 浸水範囲
：H26.7.10出水 浸水範囲

復緊事業区間 L=9.0km 金
山

橋
下

流

写真① 写真②

家屋浸水状況（H26.7.10） 流木による河積阻害（H26.7.10）



（６）福島県

資９

平成２３年９月の台風１５号により発生した出水では、資産・家屋が集中
する郡山市・須賀川市街地区間において計画高水位を超過し、浸水被害
が発生していることから、浜尾遊水地内の掘削を実施し洪水調節容量の
拡大を図ります。

継続 福島県須賀川市 河川 直轄

阿武隈川上流 河川改修事業（浜尾遊水地）
あ ぶ く ま が わ 補正予算事業費

200百万円
す か が わ

は ま お ゆ う す い ち

浜尾遊水地の
洪水調節容量
の増により、下
流の市街地部
の浸水被害を軽
減します。

▲H23.9月洪水時の浸水状況

すかがわし

須賀川市

全体掘削範囲

浜尾遊水地

遊水地内掘削 ▽計画高水位



資10

国道13号 事前通行規制区間 延長19.0km
（連続雨量180㎜以上、降雪時風速16m/s以上）

栗子トンネル（仮称）

米沢中央ＩＣ
(仮称)

東北中央自動車道（福島～米沢） Ｌ＝２８ｋｍ 平成２９年度 開通予定

ふくしま よねざわ

継続 福島県福島市～山形県米沢市 道路 直轄
ふくしま よねざわ

補正予算事業費

１，３３０百万円

東北中央自動車道は、福島県相馬市から秋田県横手市間に計画されて
いる延長約２７０ｋｍの高速自動車国道です。
国道１３号の事前通行規制区間や豪雪災害等による道路寸断に対する代
替性を確保することを目的とした、高規格幹線道路ネットワークを形成す
る自動車専用道路です。

そ う ま

福島～米沢間の整備により、代替性確保のた
めの道路ネットワーク整備が図られます。

▲国道13号 登坂不能車両による交通障害

東北中央自動車道 福島～米沢
ふく しま よね ざわ 補正予算事業費

１，５００百万円
（山形県 700百万円、福島県 800百万円）
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